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(２)

●　第３回定例会を、平成25年９月17日から19日まで３日間開催しました。
●　４名の議員が、８項目の一般質問をしました。
●　平成24年度一般会計・４特別会計の歳入歳出決算、東川土地開発基金運用状況審査につて説明が
あり、川島監査委員より決算審査報告がありました。

●　平成25年度一般会計補正予算案、各種条例予算案、諮問、報告など21件について審議し、原案可
決または報告済としました。

●　教育委員会委員の任命、固定資産評価審査委員会委員の選任、人権擁護委員の推薦に同意しまし
た。

　

一
般
会
計

　

一
般
会
計
補
正
予
算
額
を

約
１
億
３
６
７
１
万
円
増
額

し
、
総
額
は
約
58
億
８
６
５

万
円
で
す
。

　

増
額
の
主
な
も
の
は
、
次

の
通
り
で
す
。

①
非
常
用
発
電
設
備
設
置
事

業　
　

（
３
１
０
０
万
円
）

　

第
一
・
第
二
小
学
校
・
中

学
校
が
災
害
時
避
難
所
の
た

め
発
電
機
を
整
備
す
る
工
事

請
負
費
及
び
調
査
設
計
委
託

料
で
す
。

②
次
世
代
ま
ち
づ
く
り
連
携

事
業　
　

（
４
０
０
万
円
）

　

農
協
青
年
部
や
商
工
青
年

部
、
農
協
職
員
や
役
場
職
員

等
の
研
修
や
連
携
の
た
め
の

交
流
を
進
め
る
補
助
金
で
す
。

③
「
写
真
の
町
」
ひ
が
し
か

わ
株
主
事
業

　
　
　
　

（
４
５
０
万
円
）

　

多
く
の
方
よ
り
株
主
の
申

し
込
み
が
あ
り
、
土
産
等
に

か
か
る
費
用
で
す
。

④
老
人
保
健
セ
ン
タ
ー
管
理

事
業　

（
約
１
５
３
万
円
）

　

耐
久
性
の
高
い
陶
芸
用
の

電
気
窯
の
更
新
費
用
で
す
。

⑤
天
人
峡
温
泉
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
対
策
事
業

　
　
　
　

（
５
０
０
万
円
）

　

５
月
の
羽
衣
の
滝
付
近
の

崩
落
に
よ
り
園
路
が
不
通
と

な
り
、
今
シ
ー
ズ
ン
は
開
通

が
見
込
め
な
い
た
め
、
天
人

峡
各
ホ
テ
ル
か
ら
営
業
損
失

が
出
て
お
り
、
宿
泊
者
に
町

の
特
産
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す

る
費
用
や
新
聞
広
告
料
で
す
。

⑥
南
町
２
丁
目
駐
車
場
事
業

　
　

（
約
１
３
７
２
万
円
）

　

寄
贈
を
受
け
た
土
地
に
隣

接
す
る
用
地
を
取
得
し
、
駐

車
場
を
整
備
し
ま
す
。

⑦
公
園
維
持
管
理
事
業

　
　
　
　
　

（
６
７
万
円
）

　

天
人
峡
温
泉
か
ら
旭
岳
源

水
公
園
に
つ
な
が
る
道
道
の

分
岐
点
看
板
の
新
設
、
大
雪

遊
水
公
園
内
の
案
内
看
板
を

修
理
し
ま
す
。

⑧
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業

　
　
　

（
１
３
０
０
万
円
）

　

東
川
小
学
校
移
転
後
の
活

性
化
施
設
と
し
て
活
用
す
る

場
合
の
耐
震
診
断
委
託
料
で

す
。　

⑨
中
学
校
教
育
振
興
事
業

　
　
　
　

（
２
７
０
万
円
）

　

ラ
ト
ビ
ア
共
和
国
の
ピ
ア

ニ
ス
ト
と
中
学
校
吹
奏
学
部

が
東
京
都
の
サ
ン
ト
リ
ー
ホ

ー
ル
で
共
演
す
る
た
め
の
派

遣
費
用
、
そ
の
他
教
育
視
察

研
修
事
業
に
１
５
０
万
円
の

財
源
を
振
替
え
ま
す
。

⑩
公
共
施
設
整
備
基
金

　
　

（
約
１
５
８
６
万
円
）

⑪
土
地
開
発
基
金
事
業

　
　
　

（
約
９
１
４
万
円
）

　

⑩
・
⑪
は
、
東
町
２
丁
目

町
有
地
の
売
払
い
収
入
２
５

０
０
万
円
を
積
み
立
て
ま
す
。

⑫
広
域
入
所
保
育
事
業

　
　
　

（
約
１
０
３
万
円
）

　

本
町
在
住
予
定
者
で
旭
川

市
内
の
保
育
所
に
２
名
を
預

け
る
委
託
料
で
す
。

　

人
事
案
件
に
同
意

　

教
育
委
員
会
委
員
に
、
髙

木
正
晴
氏
、
及
川
め
ぐ
み
氏

の
任
命
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
に
、
八
木
隆
司
氏
の

選
任
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
に
、
馬
場

猛
氏
の
推
薦
に
同
意
し
ま
し

た
。

東川中学校
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（
８
月
21
日
）

　

一
般
会
計
補
正
は
、
５
２

５
万
円
を
増
額
し
、
総
額
は

56
億
７
１
９
３
万
円
で
す
。

①
企
画
政
策
推
進
事
業

　
　
　
　

（
５
２
５
万
円
）

　

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
中

熱
を
利
用
す
る
た
め
の
採
熱

調
査
委
託
料
で
す
。

　

国
際
交
流
会
館
予
定
地
で

50
ｍ
を
２
本
、
キ
ト
ウ
シ
森

林
公
園
家
族
旅
行
村
で
50
ｍ

を
１
本
の
委
託
料
で
す
。

　

請
負
契
約

　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
大

規
模
改
修
工
事
請
負
契
約

（
約
１
億
１
８
１
３
万
円
）

　

専
決
処
分

　

町
道
西
３
号
道
路
改
良
工

事
発
注
後
に
、
店
舗
部
分
が

道
路
用
地
に
は
み
出
し
が
判

明
、
撤
去
し
て
再
構
築
費
用

を
補
償
し
ま
す
。

　
　
　
　

（
８
１
０
万
円
）

　
　
　
　
　

（
８
月
21
日
）

①
地
域
の
元
気
臨
時
交
付
金

に
つ
い
て

②
町
有
地
の
取
得
に
つ
い
て

　

　

天
人
峡
温
泉
の
崩
落
事
故

を
報
告
し
ま
す
。

　

平
成
25
年
５
月
10
日
の
調

査
で
確
認
し
た
天
人
峡
「
羽

衣
の
滝
」
付
近
の
崩
落
事
故

に
つ
い
て
、
９
月
11
日
に
上

川
振
興
局　

山
本
局
長
が
来

町
さ
れ
最
終
的
な
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

　

森
林
管
理
署
と
対
応
を
検

討
し
て
い
ま
す
が
、
崩
落
部

分
の
手
当
て
の
目
途
が
立
っ

て
い
な
く
、
自
然
災
害
時
の

遊
歩
道
の
責
任
体
制
が
明
確

で
な
い
こ
と
も
あ
り
、
鋭
意

検
討
中
で
す
が
、
今
年
度
中

の
利
用
は
困
難
と
い
う
見
解

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
森
林
管
理
署
で
は

専
門
家
に
現
地
調
査
を
依
頼

し
て
い
ま
す
が
、
時
間
を
要

す
る
状
況
で
す
。

　

天
人
峡
温
泉
地
区
は
、
こ

れ
か
ら
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
を
迎

え
る
こ
と
か
ら
、
観
光
に
大

き
な
ダ
メ
ー
ジ
と
な
り
ま
す
。

　

行
政
と
し
て
も
出
来
る
限

り
支
援
を
す
べ
き
と
考
え
、

遊
歩
道
が
開
通
し
な
い
と
い

う
こ
と
を
新
聞
で
お
知
ら
せ

し
た
り
、
滝
が
鑑
賞
で
き
な

い
こ
と
に
代
わ
る
措
置
が
必

要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
に
対
し
、
各
ホ
テ

ル
で
羽
衣
の
滝
の
ビ
デ
オ
ラ

イ
ブ
映
像
を
流
し
て
ほ
し
い

と
い
う
要
望
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
費
用
に
つ
い
て
は
、

町
が
行
う
も
の
に
対
し
て
北

海
道
に
応
分
の
負
担
を
し
て

頂
く
よ
う
要
請
を
し
て
い
ま

す
。

羽
衣
の
滝

崩
落
地
図

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー



(４)

　

一
般
会
計

　

当
初
予
算
54
億
７
０
０
万

円
で
始
ま
り
、
そ
の
後
９
回

の
補
正
を
重
ね
約
42
億
５
２

８
０
万
円
お
よ
び
前
年
度
か

ら
の
繰
越
明
許
費
約
14
億
７

６
８
６
万
円
を
加
え
、
最
終

予
算
額
は
約
１
１
１
億
３
６

７
０
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
約
78
億
３
２
４
６
万

円
に
対
し
、
歳
出
約
76
億
６

０
５
９
万
円
を
差
し
引
い
た

形
式
収
支
約
１
億
７
１
８
７

万
円
で
、
実
質
単
年
度
収
支

額
は
約
６
３
２
５
万
円
で
す
。

　

決
算
額
を
前
年
度
と
比
較

す
る
と
、
歳
入
で
は
約
22
億

３
３
７
６
万
円
増
で
前
年
度

比
１
３
９
．
９
％
、
歳
出
で

は
約
21
億
７
２
３
１
万
円
増

で
１
３
９
．
６
％
に
な
り
ま

し
た
。

　

歳
入
決
算
は
、
前
年
度
決

算
額
と
の
比
較
で
増
加
し
た

主
な
も
の
は
、
地
方
交
付
税

約
１
億
６
１
１
万
円
、
分
担

金
・
負
担
金
・
寄
付
金
約
１

億
８
６
５
万
円
、
国
・
道
支

出
金
約
２
億
７
８
８
０
万
円
、

町
債
約
12
億
２
２
０
０
万
円
、

そ
の
他
約
４
億
９
８
９
２
万

円
で
し
た
。

　

歳
出
決
算
は
、
前
年
度
決

算
額
約
54
億
８
８
２
８
万
円

と
の
比
較
で
は
、
約
21
億
７

２
３
１
万
円
の
増
、
土
木
費
・

教
育
費
・
諸
支
出
金
が
主
な

も
の
で
す
。

　

４
特
別
会
計

○
国
民
健
康
保
険
会
計
は
、

大
雪
地
区
広
域
連
合
に
移
行

前
の
滞
納
分
約
79
万
円
で
あ

り
、
収
納
率
は
４
．
５
％
で

す
。

○
簡
易
水
道
事
業
会
計
は
、

忠
別
ダ
ム
完
成
後
の
上
水
道

施
設
分
の
債
務
返
還
会
計
で
、

一
般
会
計
か
ら
の
約
３
８
５

０
万
円
を
繰
り
入
れ
ま
し
た
。

○
公
共
下
水
道
会
計
は
、
平

成
12
年
か
ら
旭
川
広
域
圏
下

水
道
へ
の
負
担
金
支
払
い
、

下
水
道
整
備
の
会
計
で
す
。

　

使
用
料
は
約
１
億
円
、
一

般
会
計
か
ら
約
３
１
０
０
万

円
を
繰
り
入
れ
し
ま
し
た
。

○
町
立
診
療
所
会
計
は
、
診

療
収
入
約
１
億
８
３
９
０
万

円
、
一
般
会
計
か
ら
約
１
億

２
１
２
０
万
円
を
繰
り
入
れ

ま
し
た
。

　

土
地
開
発
基
金
運
用

　
　
　

状
況
審
査
意
見
書

　

平
成
25
年
７
月
17
日
審
査

に
付
さ
れ
、
審
査
の
結
果
、

係
数
は
正
確
で
あ
り
、
運
用

は
設
置
目
的
に
沿
っ
て
正
規

な
手
続
き
に
従
っ
て
行
わ
れ

た
と
認
め
ま
し
た
。

　

基
金
残
高
約
１
億
８
９
０

万
円
、
土
地
残
高
約
６
６
０

０
万
円
で
す
。

　

監
査
委
員
の
意
見

　

平
成
24
年
度
決
算
で
は
、

東
川
町
開
拓
史
上
最
大
規
模

の
大
型
事
業
で
あ
る
「
東
川

小
学
校
等
建
設
事
業
」
が
今

年
度
か
ら
始
ま
り
、
さ
ら
に

は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

復
興
あ
る
い
は
、
経
済
再
生

の
た
め
の
国
の
大
型
補
正
予

算
の
積
極
的
な
活
用
に
よ
り
、

繰
越
明
許
費
を
加
え
た
最
終

予
算
規
模
が
１
１
０
億
円
超

え
る
異
例
の
大
型
予
算
と
な

り
、
決
算
に
お
い
て
も
78
億

円
を
超
え
、
過
去
最
大
規
模

に
な
り
ま
し
た
。

　

主
要
財
政
指
数
に
お
い
て

は
、
交
付
税
措
置
の
あ
る
有

利
な
起
債
の
活
用
な
ど
に
よ

り
、
急
激
な
財
政
悪
化
に
転

じ
る
よ
う
な
大
幅
な
変
動
は

見
ら
れ
ず
、
将
来
負
担
に
備

え
た
基
金
へ
の
積
み
立
て
を

行
う
な
ど
健
全
財
政
の
た
め

の
努
力
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
数
年
前
と
比
較
す

る
と
扶
助
費
・
物
件
費
・
補

助
費
等
が
年
々
増
化
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
個
々
の
支
出
に
対

し
て
は
、
金
額
の
多
寡
に
関

わ
ら
ず
そ
の
必
要
性
・
妥
当

性
・
効
果
等
に
つ
い
て
、
住

民
福
祉
の
向
上
に
照
ら
し
た

検
証
を
常
に
行
う
と
と
も
に
、

経
費
節
減
意
識
を
一
層
高
め

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
大
型
事
業
の
実

施
や
借
入
金
の
償
還
開
始
な

ど
に
よ
り
、
脆
弱
な
財
政
状

況
は
依
然
と
し
て
続
い
て
い

く
こ
と
か
ら
、
将
来
を
見
据

え
た
健
全
な
財
政
運
営
に
十

分
配
慮
さ
れ
る
こ
と
を
望
み

ま
す
。

　

９
月
17
日
、
平
成
24
年
度
一
般
会
計
他
４
特
別

会
計
決
算
に
つ
い
て
、
合
田
副
町
長
に
よ
る
決
算

関
連
報
告
の
後
、
川
島
代
表
監
査
委
員
の
監
査
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

18
日
、
19
日
午
前
迄
を
休
会
と
し
、
２
常
任
委

員
会
に
分
か
れ
、
所
管
の
各
課
か
ら
議
案
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

19
日
午
後
よ
り
本
会
議
を
再
開
し
、
平
成
24
年

度
各
会
計
の
決
算
を
原
案
の
通
り
全
会
一
致
で
認

定
し
ま
し
た
。

川島監査委員



(５)

表１ 一般会計・特別会計歳入歳出決算の状況表１ 一般会計・特別会計歳入歳出決算の状況表１ 一般会計・特別会計歳入歳出決算の状況
会　　　計　　　別 歳　　　入 歳　　　出 残　　　高

１．一　　般　　会　　計 7,832,456

（単位：千円）

（単位：千円・％）

7,660,585 171,871
２．国民健康保険特別会計 60 35 25
３．簡易水道事業特別会計 38,900 38,689 211
４．公共下水道事業特別会計  195,184 189,632 5,552
５．町立診療所特別会計  339,494 324,510 14,984

合    　　　計 8,406,094 8,213,451 192,643
前　　年　　度 6,179,784 6,039,225 140,559
比 較 増 減 額  2,226,310 2,174,226 52,084

表2   自主財源の年度別比較表2   自主財源の年度別比較表2   自主財源の年度別比較

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度年度
区分
町 税
分担金及び負担金
使用料及び手数料
財 産 収 入
寄 附 金
繰 入 金
繰 越 金
諸 収 入

846,872
24,898
139,482
44,367
13,501
24,563
125,324
179,075
29.97

1,398,082
29.71

1,385,939
100.0

4,664,630

852,666
31,845
142,266
32,237
41,524
65,813
108,592
187,739
30.26

1,462,682
30.20

1,459,693
100.0

4,834,075

847,237
28,587
145,499
40,629
9,132
79,334
104,362
205,448
23.30

1,460,228
23.17

1,452,282
100.0

6,268,050

811,726
32,271
140,461
29,046
13,655
222,496
174,074
210,556
29.19

1,634,285
29.19

1,634,017
100.0

5,598,698

830,054
36,434
141,203
40,605
118,145
782,122
110,420
213,505
29.01

2,272,488
28.81

2,256,592
100.0

7,832,456歳 入 決 算 額

不 動 産 売 払 収 入
を 除 い た 計

計

町税830,054
10.6％

町税830,054
10.6％ 物件費　 

1,044,549
13.6％

物件費　 
1,044,549
13.6％

人件費 
792,991
10.4％

人件費 
792,991
10.4％
公債費 
600,632
7.8％

公債費 
600,632
7.8％

扶助費 
349,784
4.6％

扶助費 
349,784
4.6％

物件費 
1,044,549
13.6％

物件費 
1,044,549
13.6％

補助費等 
923,152
12.1％

補助費等 
923,152
12.1％

繰出金 
189,801
2.5％

繰出金 
189,801
2.5％

維持補助費 
112,004
1.5％

維持補助費 
112,004
1.5％

その他921,675
11.9％

その他921,675
11.9％

投資的経費2,725,997
35.6％

投資的経費2,725,997
35.6％

人件費 
792,991
10.4％

人件費 
792,991
10.4％
補助費 
923,152
12.1％

補助費 
923,152
12.1％

維持補修費・扶助費
461,788
6.0％

維持補修費・扶助費
461,788
6.0％

補助事業
2,359,475
30.8％

補助事業
2,359,475
30.8％

単独事業等
366,522
4.8％

単独事業等
366,522
4.8％

元金515,651
6.7％

元金515,651
6.7％

利子84,981
1.1％

利子84,981
1.1％

繰出金189,801
2.5％

繰出金189,801
2.5％

積立金・その他
921,675　12.0％
積立金・その他

921,675　12.0％

地方交付税2,183,319
27.9％

地方交付税2,183,319
27.9％

町税830,054
10.6％

町税830,054
10.6％

地方譲与税81,304
1.1％

地方譲与税81,304
1.1％

繰入金782,122
10.0％

繰入金782,122
10.0％

諸収入213,505
2.7％

諸収入213,505
2.7％

使用料・手数料
141,203
1.8％

使用料・手数料
141,203
1.8％

その他305,604
3.9％

その他305,604
3.9％

国・道支出金
831,493
11.1％

国・道支出金
831,493
11.1％

町債　　 
2,008,068
25.6％

町債　　 
2,008,068
25.6％

その他187,088
2.4％

その他187,088
2.4％

地方交付税
2,183,319
27.9％

地方交付税
2,183,319
27.9％

その他651,319
8.3％

その他651,319
8.3％国・道支出金

1,171,784
14.9％

国・道支出金
1,171,784
14.9％

諸収入 
202,100
2.6％

諸収入 
202,100
2.6％

町債1,797,700
23.0％

町債1,797,700
23.0％

繰入金763,087
9.7％

繰入金763,087
9.7％

分担金・負担金
34,573　0.4％
分担金・負担金
34,573　0.4％

その他117,216　1.5％その他117,216　1.5％

依存財源69.6％依存財源69.6％

歳入総額
7,832,456千円
100.0％

歳入総額
7,832,456千円
100.0％

歳入総額
7,832,456千円
100.0％

歳入総額
7,832,456千円
100.0％

歳出総額
7,660,585千円
100.0％

歳出総額
7,660,585千円
100.0％

歳出総額
7,660,585千円
100.0％

歳出総額
7,660,585千円
100.0％

一般財源47.8％一般財源47.8％

義務的経費22.8％義務的経費22.8％

特定財源52.2％特定財源52.2％

自主財源30.4％自主財源30.4％ 消費的経費42.1％消費的経費42.1％

投資的経費35.6％投資的経費35.6％

公債費7.8％公債費7.8％

その他14.5％その他14.5％

任意的経費77.2％任意的経費77.2％
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「
日
本
語
研
修
生
」受
け
入
れ
は

短
期
は
町
・
長
期
は
北
工
学
園

「
日
本
語
研
修
生
」受
け
入
れ
は

短
期
は
町
・
長
期
は
北
工
学
園

問問問答答答

鶴 間　松 彦

質　

問

町　

長

質　

問

町　

長

町　

長

質　

問

町　

長

質　

問

質　

問

町　

長

質　

問

町　

長

町　

長

質　

問

質　

問

（４議員が登壇）

ピ
ロ
リ
菌
検
診
及
び
除
菌
の
実
施
は

受
診
の
動
向
を
見
て
検
討

ピ
ロ
リ
菌
検
診
及
び
除
菌
の
実
施
は

受
診
の
動
向
を
見
て
検
討

問問問答答答

防
災
無
線
の
活
用
は

各
自
治
振
興
会
行
と
連
携
し
万
が
一
に
備
え
た
い

町　

長

問問答答

開
拓
１
２
０
周
年
記
念
行
事
は

祝
賀
会
は
考
え
て
い
な
い
が
記
録
編
纂
を
行
う

問問答答

（
一
問
一
答
方
式
）

　　　

タ
イ
の
副
首
相
が
来
町
さ

れ
、
国
費
留
学
生
を
派
遣
す

る
と
の
こ
と
で
す
が
、
日
本

語
学
科
を
取
得
し
た
北
工
学

園
で
受
け
入
れ
る
の
か
、
町

で
行
う
の
か
、
ど
の
よ
う
な

形
で
受
け
入
れ
ま
す
か
。

　

３
か
月
未
満
の
も
の
に
つ

い
て
は
町
が
中
心
と
な
り
、

１
年
以
上
は
北
工
学
園
が
進

め
る
整
理
を
し
て
い
ま
す
。

　

タ
イ
か
ら
早
速
連
絡
が
来

て
、
夏
休
み
の
３
月
か
ら
５

月
に
70
名
を
派
遣
し
た
い
と

連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
北
工

学
園
と
も
連
携
し
な
が
ら
受

け
入
れ
る
予
定
で
す
。

　

今
後
は
、
短
期
の
研
修
を

受
け
て
、
さ
ら
に
日
本
語
に

つ
い
て
学
習
を
し
た
い
と
い

う
方
々
は
北
工
学
園
で
学
び
、

日
本
の
大
学
へ
進
む
と
い
う

ル
ー
ト
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

受
講
料
・
寮
費
・
滞
在
費

等
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

北
工
学
園
の
授
業
料
は
年

間
60
万
円
、
寮
費
約
５
万
円

と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

町
で
お
こ
な
う
１
カ
月
コ

ー
ス
は
、寮
費
・
授
業
料
１
０

３
０
０
０
円
、18
才
以
下（
高

校
生
・
中
学
生
）の
場
合
８
３

０
０
０
円
で
す
。

　

寮
に
入
る
学
生
に
対
し
て

町
の
補
助
を
出
し
て
い
ま
す

か
。

　

平
成
24
年
度
に
は
寮
の
方

に
い
く
ら
支
払
わ
れ
ま
し
た
か
。

　

寮
の
方
に
直
接
払
っ
て
は

い
ま
せ
ん
。
北
工
学
園
に
対

す
る
支
援
と
し
て
、
平
成
24

年
か
ら
は
外
国
人
の
方
に
振

替
え
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

東
ア
ジ
ア
地
域
交
流
促
進

協
議
会
の
「
そ
の
他
報
償
」

２
５
１
５
千
円
の
支
出
は
、

中
国
の
学
生
に
対
し
て
飛
行

機
代
を
補
助
し
た
と
聞
い
て

い
ま
す
。

　

他
の
国
に
対
し
て
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
今
後
も
し
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
か
。

　

募
集
段
階
で
、
い
ろ
い
ろ

言
葉
の
や
り
取
り
行
き
違
い

が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
に
限

り
、
半
分
は
北
工
学
園
、
半

分
は
町
が
支
援
し
ま
す
が
、

今
後
は
行
き
違
い
の
な
い
よ

う
に
し
ま
す
。

　

外
国
人
留
学
生
支
援
事
業

と
い
う
こ
と
で
平
成
24
年
度

は
約
２
６
０
０
万
円
、
25
年

度
予
算
で
は
２
９
０
０
万
円

に
な
っ
て
い
ま
す
。
約
３
０

０
万
円
増
え
た
内
容
は
何
で

す
か
。

　

ま
た
、
特
別
な
事
業
を
考

え
て
い
ま
す
か
。

　

去
年
と
今
年
の
比
較
で
約

３
０
０
万
円
増
え
て
い
る
訳

は
、
日
本
語
を
教
え
る
講
師

の
育
成
講
座
費
用
で
、
一
人

受
講
す
る
の
に
30
数
万
円
か

か
り
ま
す
。

　

講
師
陣
の
体
制
・
報
酬
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

現
行
の
体
制
で
は
高
齢
者

の
方
・
学
校
の
校
長
先
生
・

教
員
を
退
職
さ
れ
た
方
が
中

心
に
な
っ
て
進
め
て
く
れ
て

い
ま
す
。

　

学
生
を
確
保
し
な
が
ら
、

そ
し
て
、
働
く
機
会
と
し
て
、

ま
た
、
参
画
を
し
て
い
た
だ

く
機
会
を
つ
く
り
な
が
ら
、

報
酬
を
し
っ
か
り
払
え
る
よ

う
な
体
制
づ
く
り
に
努
力
し

て
い
き
ま
す
。

　

国
際
交
流
会
館
の
建
設
は
、

い
つ
頃
又
は
ど
ん
な
計
画
で

建
て
ら
れ
ま
す
か
。
宿
舎
は
、

間
に
合
い
ま
す
か
。

　

今
年
度
中
、
来
年
の
３
月

ま
で
に
工
事
発
注
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

夏
場
に
短
期
が
重
な
り
ま

す
が
、
万
が
一
入
れ
な
か
っ

た
場
合
は
、
町
内
に
あ
る
宿

泊
施
設
や
ホ
ッ
ト
ハ
ー
ト
等

も
使
い
対
応
に
努
め
ま
す
。

　

ヘ
リ
コ
バ
ク
タ
ー
・
ピ
ロ

リ
菌
の
検
診
（
胃
が
ん
に
対

す
る
検
診
）
を
町
の
診
療
所

を
含
め
て
検
診
制
度
に
入
れ

て
は
ど
う
で
す
か
。

　

町
が
実
施
す
る
と
い
う
こ

と
に
な
る
と
負
担
が
伴
い
ま

す
し
、
受
診
の
動
向
な
ど
も

見
な
が
ら
十
分
検
討
し
ま
す
。



「
日
本
語
研
修
生
」受
け
入
れ
は

短
期
は
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・
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期
は
北
工
学
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問問答答

(７)

ピ
ロ
リ
菌
検
診
及
び
除
菌
の
実
施
は

受
診
の
動
向
を
見
て
検
討

薦 田　敏 次

　

本
年
５
月
14
日
に
防
災
無

線
で
西
８
号
に
熊
が
出
没
し

注
意
喚
起
の
放
送
が
あ
っ
た

際
、
町
民
か
ら
、
良
く
聞
き

取
れ
な
か
っ
た
と
聞
き
ま
し

た
が
、
ど
の
よ
う
に
修
正
さ

れ
ま
し
た
か
。

　

防
災
無
線
は
、
双
方
向
に

連
絡
が
取
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
運
用
、
訓
練

は
ど
う
行
う
の
か
伺
い
ま
す
。

　

施
工
業
者
を
交
え
音
量
の

調
整
や
デ
ジ
タ
ル
で
の
拡
声

器
を
優
先
す
る
等
、
調
整
を

終
わ
ら
せ
て
い
ま
す
。

　

放
送
は
、
こ
と
ば
の
速
度

の
影
響
が
あ
り
、
適
切
な
速

度
に
よ
り
今
後
放
送
を
行
い

ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
防
災
無
線
の
運

用
等
は
、
町
内
に
あ
る
17
基

の
外
部
無
線
電
話
に
よ
り
相

互
の
連
絡
が
出
来
る
状
態
に

あ
り
ま
す
が
、
各
振
興
会
と

も
十
分
連
携
し
な
が
ら
、
万

が
一
に
備
え
て
行
き
ま
す
。

　

防
災
無
線
子
機
の
使
用
に

つ
い
て
、
次
に
上
げ
る
４
点

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

①
各
子
機
を
扱
う
人
数
は
。

②
扱
う
人
の
範
囲
は
。

③
鍵
は
誰
が
持
ち
、
何
本
位

配
布
す
る
の
か
。

④
取
扱
い
の
訓
練
は
。

①
各
自
治
振
興
会
で
扱
う
人

を
決
め
て
も
ら
い
ま
す
。

②
コ
ミ
セ
ン
の
場
合
は
、
管

理
す
る
方
、
災
害
時
は
、
各

振
興
会
役
員
の
方
に
な
る
と

思
い
ま
す
が
、
扱
う
人
は
、

今
後
十
分
検
討
し
ま
す
。

③
鍵
は
、
各
施
設
に
１
個
あ

り
ま
す
が
、
必
要
人
数
分
を

今
後
用
意
し
ま
す
。

④
６
月
13
日
に
17
基
の
機
械

に
つ
い
て
業
者
と
役
場
の
間

で
試
験
を
し
ま
し
た
。

　

ス
ピ
ー
カ
ー
の
向
き
が
違

い
、
反
響
し
あ
っ
て
非
常
に

聞
き
づ
ら
い
状
況
に
あ
り
ま

し
た
が
、
現
在
は
解
消
し
て

い
ま
す
。

　

８
月
に
入
り
、
第
一
・
第

二
自
治
振
興
会
で
無
線
機
の

説
明
を
し
、
両
自
治
振
興
会

と
役
場
の
間
で
試
験
を
済
ま

せ
て
い
ま
す
の
で
、
使
用
は

問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

　

来
年
は
、
開
拓
１
２
０
周

年
で
す
が
、
現
在
考
え
て

い
る
記
念
行
事
等
の
内
容

を
伺
い
ま
す
。

　

特
別
な
祝
賀
会
は
今
の
と

こ
ろ
考
え
て
い
ま
せ
ん
が
、

大
雪
山
国
立
公
園
80
周
年
、

写
真
の
町
宣
言
30
年
な
ど
様
々

な
節
目
と
重
複
し
ま
す
の
で
、

「
東
川
町
開
拓
１
２
０
年
」

の
表
示
や
冠
を
か
け
る
な
ど

し
、
一
つ
の
通
過
点
と
し
て

の
意
識
を
共
有
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

ハ
ー
ド
事
業
は
、
記
念
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
を
含
む
東
川
小

学
校
等
の
移
転
改
築
、
図
書

館
設
置
へ
の
ス
タ
ー
ト
、
移

転
後
の
東
川
小
学
校
跡
地
の

利
用
な
ど
、
節
目
を
繋
ぐ
事

業
と
し
て
実
現
に
努
め
ま
す
。

　

ソ
フ
ト
事
業
は
、
開
拓
３

世
紀
に
向
け
て
写
真
文
化
首

都
宣
言
へ
の
各
種
取
り
組
み
、

開
拓
１
０
０
年
以
降
の
町
の

歴
史
の
取
り
ま
と
め
、
ふ
る

さ
と
の
山
、
大
雪
山
の
資
料

収
集
と
記
録
集
編
纂
に
も
努

め
ま
す
。

質　

問

町　

長

町　

長

問問答答

防
災
無
線
の
活
用
は

各
自
治
振
興
会
行
と
連
携
し
万
が
一
に
備
え
た
い

防
災
無
線
の
活
用
は

各
自
治
振
興
会
行
と
連
携
し
万
が
一
に
備
え
た
い

質　

問

質　

問

再
質
問

質　

問

町　

長

企
画
総
務
課
長

町　

長
問問問答答答

開
拓
１
２
０
周
年
記
念
行
事
は

祝
賀
会
は
考
え
て
い
な
い
が
記
録
編
纂
を
行
う

開
拓
１
２
０
周
年
記
念
行
事
は

祝
賀
会
は
考
え
て
い
な
い
が
記
録
編
纂
を
行
う

問問問答答答

　

厳
冬
期
を
迎
え
、
特
に
高

齢
者
の
方
々
、
低
所
得
の
方

々
に
福
祉
灯
油
の
支
給
を
し

て
は
い
か
が
で
す
か
。

　

北
海
道
の
補
助
金
を
利
活

用
し
な
が
ら
、
家
計
を
補
え

る
よ
う
な
応
援
の
し
か
た
を

検
討
し
ま
す
。

　

福
祉
給
付
金
の
支
給
を
検

討
し
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　

世
帯
の
収
入
と
い
う
も
の

を
十
分
把
握
し
な
が
ら
考
え

ま
す
。

防
災
無
線
子
局



(８)

東
川
の
義
務
教
育
は

三
本
柱
に
そ
っ
て
努
力

東
川
の
義
務
教
育
は

三
本
柱
に
そ
っ
て
努
力

問問問答答答

安 原　芳 博

質　

問

質　

問

教
育
長

質　

問

教
育
長

質　

問

教
育
長

教
育
長

（
一
問
一
答
方
式
）

　　　

全
国
学
力
調
査
が
８
月
28

日
の
朝
刊
１
面
に
、「
学
力

地
域
差
改
善
の
傾
向
、
全
国

正
答
率
底
上
げ
進
む
」
と
掲

載
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
川
独
自
の
解
析
調
査
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

上
川
管
内
の
子
ど
も
た
ち

の
学
力
は
支
庁
別
で
は
１
・

２
を
争
う
位
置
に
あ
り
、
本

町
の
子
ど
も
た
ち
の
学
力
の

レ
ベ
ル
は
、
管
内
で
も
上
位

に
い
ま
す
。

　

小
学
校
は
国
語
Ａ
・
Ｂ
、

算
数
Ａ
・
Ｂ
の
４
科
目
と
も

全
国
平
均
を
大
幅
に
上
回
る

好
結
果
で
、
中
学
校
は
、
数

学
Ａ
問
題
で
は
全
国
と
の
差

を
縮
め
る
な
ど
、
基
礎
基
本

を
徹
底
指
導
し
た
結
果
が
表

れ
て
い
ま
す
。

　

教
育
行
政
執
行
方
針
で
、

学
力
向
上
対
策
の
推
進
は
、

３
つ
の
柱
の
１
つ
で
す
。

　

今
年
実
践
さ
れ
た
移
動
親

子
の
読
書
会
、
英
語
キ
ャ
ン

プ
と
通
学
合
宿
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

　

学
社
連
携
を
有
効
に
進
め

る
た
め
に
は
、
町
民
の
力
と

支
援
が
必
要
で
す
。

　

今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
移

動
朗
読
会
は
月
に
１
回
程
度

様
々
な
会
場
で
行
い
ま
し
た
。

　

町
内
に
住
む
竹
田
津
実
先

生
や
絵
本
作
家
の
あ
べ
ひ
ろ

し
先
生
、
関
東
学
院
大
学
の

伊
藤
玄
二
郎
先
生
な
ど
の
著

名
人
に
講
演
を
い
た
だ
き
、

町
内
の
読
み
聞
か
せ
会
の
ピ

ッ
ピ
の
会
、
ポ
ッ
ケ
の
会
が

中
心
と
な
っ
て
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

通
学
合
宿
は
、「
ひ
が
し

か
わ
二
小
っ
子
ス
ク
ー
ル
」

を
第
二
小
学
校
で
実
施
し
、

第
１
期
が
３
泊
４
日
、
第
２

期
は
２
泊
３
日
の
日
程
で
行

い
ま
し
た
。

　

集
団
生
活
の
中
で
、
望
ま

し
い
生
活
習
慣
や
学
習
習
慣

の
定
着
を
目
的
に
実
施
し
成

果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

英
語
キ
ャ
ン
プ
は
、
秋
か

ら
冬
に
か
け
て
計
画
し
て
い

ま
す
。

　

参
加
し
た
生
徒
に
宿
泊
期

間
中
、
日
本
語
を
全
く
使
わ

ず
、
外
国
語
や
他
の
文
化
に

接
す
る
こ
と
に
よ
り
、
国
際

社
会
で
活
躍
で
き
る
よ
う
な

そ
ん
な
人
材
を
作
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

学
校
の
先
生
の
勤
務
時
間

は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
の
平
均

を
上
回
り
、
教
育
費
に
か
け

る
税
の
投
入
は
下
位
で
し
た
。

日
本
は
全
体
の
学
力
が
低
下

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

中
以
下
の
層
が
肥
大
化
し
、

学
力
水
準
が
低
下
し
て
い
る

と
い
う
調
査
結
果
が
あ
り
ま

す
。

　

落
ち
こ
ぼ
れ
対
策
も
大
事

な
教
育
で
す
。

　

東
川
の
習
熟
度
別
指
導
の

考
え
を
伺
い
ま
す
。

　

北
海
道
教
育
委
員
会
は
、

25
％
以
下
の
ラ
イ
ン
の
子
ど

も
た
ち
を
い
か
に
底
上
げ
し

て
い
く
か
に
力
点
を
置
い
て

い
ま
す
。

　

町
も
落
ち
こ
ぼ
れ
の
子
供

た
ち
を
つ
く
ら
な
い
た
め
の

努
力
を
し
て
い
ま
す
。

　

習
熟
度
別
で
す
が
、
小
学

校
に
お
い
て
は
TT
（
チ
ー
ム

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
）
が
指
導
効

果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　

中
学
校
は
、
１
・
２
年
生

対
象
に
数
学
・
理
科
・
英
語

の
３
教
科
を
TT
で
行
い
、
３

年
生
は
、
数
学
・
英
語
を
中

心
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

指
導
方
法
工
夫
改
善
加
配

で
小
学
校
１
名
、
中
学
校
１

名
の
教
員
を
配
置
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
町
単
費
で
、
英
語

の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
先
生
も

配
置
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
有

効
活
用
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

放
課
後
子
ど
も
教
室
と
学

童
保
育
が
同
じ
場
所
を
利
用

し
ま
す
。

　

学
社
連
携
事
業
を
推
進
す

る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
が
入
っ
て
、

周
り
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
使
っ

て
社
会
体
験
学
習
や
、
土
曜

日
曜
な
ど
の
休
日
の
図
書
館

受
付
業
務
、
地
域
の
た
ま
り

場
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
開
催
や

読
み
聞
か
せ
事
業
の
実
施
、

多
目
的
ホ
ー
ル
で
の
卓
球
や

ミ
ニ
バ
レ
ー
な
ど
軽
ス
ポ
ー

ツ
の
開
放
事
業
な
ど
、
有
効

に
活
用
し
ま
す
。

建設中の東川小学校
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中
央
自
治
振
興
会
の
再
編
成
と
振
興
会
連
合
を

振
興
会
組
織
で
議
論

中
央
自
治
振
興
会
の
再
編
成
と
振
興
会
連
合
を

振
興
会
組
織
で
議
論

問問問答答答

藤 原　啓 子

質　

問

再
質
問

町　

長

再
々
質
問

町　

長

町　

長

　　　
「
地
域
自
治
振
興
会
が
中

心
と
な
っ
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
推
進
を
図
る
こ
と
」

を
基
本
的
な
考
え
方
と
し
、

行
政
区
の
見
直
し
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

中
央
自
治
振
興
会
を
除
く

４
自
治
振
興
会
は
、
コ
ミ
セ

ン
も
整
備
さ
れ
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
役
割
を
担
う
基
盤

が
で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

中
央
自
治
振
興
会
は
発
足

当
初
か
ら
分
割
が
必
要
と
さ

れ
た
ま
ま
、
未
だ
に
具
体
的

な
案
も
示
さ
れ
て
い
な
い
中

で
、
行
政
区
の
再
編
は
、
基

盤
に
な
る
当
該
自
治
振
興
会

の
再
編
と
と
も
に
す
べ
き
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
自
治
振
興
会
が

連
携
し
、
情
報
交
換
や
共
同

の
活
動
な
ど
が
で
き
る
「
振

興
会
連
合
」
の
よ
う
な
組
織

も
必
要
と
思
い
ま
す
が
い
か

が
で
す
か
。

　

現
在
、
行
政
区
の
再
編
に

つ
い
て
関
係
自
治
振
興
会
と

協
議
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

こ
の
中
に
は
中
央
自
治
振
興

会
区
域
に
お
け
る
再
編
は
入

っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
自

主
的
に
町
内
会
の
意
向
に
よ

っ
て
再
編
す
る
も
の
を
否
定

は
し
ま
せ
ん
。

　

中
央
自
治
振
興
会
の
具
体

的
な
分
割
計
画
に
つ
い
て
は
、

行
政
が
具
体
案
を
最
初
か
ら

示
す
の
で
は
な
く
、
振
興
会

組
織
の
中
で
、
十
分
に
議
論

を
尽
く
し
た
上
で
具
体
的
な

も
の
を
つ
く
り
上
げ
る
こ
と

が
良
い
と
考
え
ま
す
。

　

自
治
振
興
会
連
合
会
の
件

に
つ
い
て
は
、
現
在
も
自
治

振
興
会
自
ら
の
動
き
に
よ
っ

て
情
報
交
換
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
自
治
振
興
会

の
定
期
的
な
会
議
も
役
場
の

み
で
な
く
、
各
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
輪
番
で
行

う
よ
う
に
提
案
し
て
い
ま
す
。

組
織
の
上
に
さ
ら
に
組
織
を

重
ね
る
こ
と
は
現
在
の
と
こ

ろ
必
要
性
を
見
出
せ
て
い
ま

せ
ん
。

　

た
だ
し
各
自
治
振
興
会
の

協
議
に
よ
り
必
要
性
を
見
出

し
た
も
の
を
否
定
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

中
央
自
治
振
興
会
の
分
割

再
編
成
は
今
の
行
政
区
再
編

成
の
検
討
に
先
行
す
べ
き
で

は
な
い
で
す
か
。

　

発
足
時
か
ら
分
割
の
必
要

性
を
認
識
し
て
い
な
が
ら
中

央
自
治
振
興
会
一
つ
で
は
あ

ま
り
に
も
大
き
す
ぎ
て
思
う

よ
う
に
活
動
が
で
き
な
く
、

町
の
施
設
を
利
用
す
る
に
も

制
約
が
多
い
た
め
大
変
不
便

を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

中
央
自
治
振
興
会
の
再
編

成
の
検
討
と
コ
ミ
セ
ン
の
必

要
性
に
つ
い
て
、
町
は
ど
う

考
え
て
い
ま
す
か
。

　

自
治
振
興
連
合
会
は
今
の

と
こ
ろ
必
要
で
な
い
が
、
自

治
振
興
会
が
必
要
で
あ
れ
ば

否
定
し
な
い
と
答
弁
さ
れ
ま

し
た
が
、
効
率
的
な
自
治
振

興
会
運
営
を
行
う
た
め
に
も

必
要
と
思
い
ま
す
が
い
か
が

で
す
か
。

　

あ
ま
り
に
も
大
き
す
ぎ
て

思
う
よ
う
に
活
動
が
で
き
な

い
、
ま
た
、
コ
ミ
セ
ン
が
な

い
の
で
制
約
が
多
す
ぎ
て
不

便
で
あ
る
と
理
由
に
挙
げ
て

い
ま
す
が
、
中
央
自
治
振
興

会
の
方
か
ら
私
は
聞
い
て
い

ま
せ
ん
。
ど
の
よ
う
な
不
便

が
あ
る
か
ど
の
よ
う
な
制
約

が
あ
る
か
自
治
振
興
会
の
皆

さ
ん
に
も
提
案
い
た
だ
け
れ

ば
、
改
善
で
き
る
と
こ
ろ
は

改
善
し
て
い
き
ま
す
。

　

中
央
自
治
振
興
会
の
再
編

成
を
早
急
に
と
の
こ
と
で
す

が
、
我
々
が
案
を
出
す
の
で

な
く
自
ら
考
え
て
、
こ
こ
に

コ
ミ
セ
ン
が
必
要
。
と
い
う

よ
う
な
も
の
を
提
案
い
た
だ

け
れ
ば
、
私
共
も
一
緒
に
検

討
・
協
議
し
ま
す
。

　

自
治
振
興
会
連
合
会
の
こ

と
で
す
が
、
年
に
３
回
ほ
ど

副
町
長
も
入
っ
て
情
報
交
換

の
会
議
を
行
っ
て
い
る
の
で

問
題
が
あ
る
と
す
れ
ば
出
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

中
央
自
治
振
興
会
活
動
に

対
し
て
ど
の
よ
う
な
不
便
・

制
約
が
あ
る
の
か
と
の
こ
と

で
す
が
、
昨
年
度
そ
し
て
一

昨
年
度
と
研
修
旅
行
を
開
催

し
ま
し
た
が
、
応
募
が
多
す

ぎ
て
町
の
バ
ス
一
台
で
は
乗

り
き
れ
ず
急
き
ょ
レ
ン
タ
カ

ー
で
対
応
し
ま
し
た
。

　

分
割
が
必
要
で
あ
る
か
な

い
か
も
含
め
て
、
是
非
早
急

に
検
討
し
て
い
た
だ
き
、
行

政
区
の
編
成
を
や
り
や
す
く

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

中
央
自
治
振
興
会
の
問
題

点
を
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
け
れ
ど
も
、
私
共
に
申
し

出
て
い
た
だ
け
れ
ば
解
決
で

き
る
事
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

一
緒
に
中
央
自
治
振
興
会

の
皆
さ
ん
と
考
え
る
と
い
う

こ
と
を
否
定
す
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

中央地区敬老会
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一
般
会
計
補
正
予
算

質
問（
長
峰
毅
八
） 
小
学
校

の
跡
地
の
利
用
計
画
は
ど

う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

答
弁（
都
市
建
設
課
長
） 

８

月
26
日
に
中
心
市
街
地
活

性
化
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、

検
討
を
始
め
て
い
ま
す
。

大
雪
消
防
組
合
を
組
織
す
る

地
方
公
共
団
体
数
の
増
加
及

び
大
雪
消
防
組
合
規
約
の
変

更
に
つ
い
て

質
問（
由
川
英
二
）　

３
町
、

当
麻
、
比
布
、
愛
別
町
の

消
防
が
大
雪
の
方
に
入
っ

て
き
ま
す
が
、
そ
の
経
緯

を
伺
い
ま
す
。

答
弁（
松
岡
町
長
）　

当
初
、

８
町
の
う
ち
、
私
共
３
町

は
大
雪
消
防
組
合
、
残
り

５
町
は
上
川
町
に
本
部
を

置
い
て
５
町
で
一
部
事
務

組
合
を
作
っ
て
い
た
と
い

う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
一

部
事
務
組
合
が
解
散
を
す

る
と
い
う
時
に
、
ど
う
い

う
体
制
に
し
た
ら
良
い
か

検
討
を
し
た
よ
う
で
す
。

結
果
、
２
町
は
旭
川
市
と

組
み
、
残
り
３
町
は
従
来

の
形
、
本
部
は
あ
る
け
れ

ど
も
そ
れ
ぞ
れ
の
消
防
団

等
は
そ
の
町
の
意
向
に
沿

っ
て
動
く
方
式
を
維
持
し

た
い
と
い
う
こ
と
で
、
３

町
は
私
共
の
方
に
入
っ
て

き
た
訳
で
す
。
負
担
に
つ

い
て
は
軽
減
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
で
、
運
営
に
つ
い

て
も
今
ま
で
と
何
ら
変
わ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

質
問（
長
峰
毅
八
）　

経
費
の

負
担
は
ど
の
よ
う
に
変
わ

り
ま
す
か
。

答
弁（
松
岡
町
長
）　

経
費
は

五
分
の
一
と
な
り
、
負
担

が
減
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

第
３
回
定
例
会
の
主
な
質
疑

　
　
　
　
　
　

 　
　
　

（
平
成
25
年
９
月
17
〜
19
日
）

・5,250千円を追加し、総額5,671,934千円とする
・東川町一般会計補正予算（第５号）について専決処分した報告
　2,244千円を追加し、総額5,666,684千円とする
・東川町Ｂ＆Ｇ海洋センター大規模改修工事請負契約（契約金額118,125千円）

原案可決
原案承認

原案可決

（平成25年８月21日）
議　　　　決　　　　の　　　　内　　　　容 結　　果

・原案のとおり認定
・ 　〃
・ 　〃
・ 　〃
・ 　〃
・136,712千円を追加し、総額5,808,646千円とする
・5,126千円を追加し、総額168,826千円とする
・2,960千円を追加し、総額356,260千円とする
・善行表彰、自治功労表彰、一般功労表彰を受賞していなくても、特別功労表彰を行うことができるように改
正
・株主制度の事業に対する寄付金と一般寄付を明確に区分することなどの改正
・企業立地促進法に基づく計画承認を受けた事業所に対し、支援の拡充を行い、さらに企業誘致を進めるため
の改正
・任期満了に伴う八木隆司氏の選任（再任）
・任期満了に伴う高木正晴氏、及川めぐみ氏の任命（再任）
・任期満了に伴う馬場　猛氏の推薦（再任）
・住民基本台帳法の一部改正（外国人登録制度の廃止）に伴う改正
・大雪消防組合に新たに当麻町・比布町・愛別町が加入することに伴う変更
・地方公共団体の財政健全化に関する法律に基づく報告
・総務文教、産業建設、議会運営の各委員長からの申し出
・上川管内町村議会議員研修会へ議員を派遣

原案認定
〃
〃
〃
〃

原案可決
〃
〃

原案可決

〃
〃

原案同意
〃

適　　任
原案可決
〃

報 告 済
承  　認
〃

（平成25年９月17～19日）
議　　　　決　　　　の　　　　内　　　　容 結　　果



一
般
会
計
補
正
予
算

質
問（
正
満
正
義
）　

西
３
号

道
路
改
良
事
業
の
補
償
金

に
つ
い
て
、
設
計
時
な
ど

も
っ
と
早
い
段
階
で
わ
か

ら
な
か
っ
た
の
か
伺
い
ま
す
。

答
弁（
都
市
建
設
課
長
）　

当

初
の
図
面
上
で
ギ
リ
ギ
リ

の
線
で
、
そ
の
ま
ま
工
事

を
進
め
た
と
い
う
状
況
で

す
。

　
　

し
っ
か
り
用
地
を
確
認

し
て
事
業
を
進
め
れ
ば
こ

の
よ
う
な
こ
と
が
無
か
っ

た
と
反
省
し
て
い
ま
す
。

質
問（
長
峰
毅
八
）　

除
排
雪

対
策
の
備
品
購
入
の
八
百

万
円
は
不
要
だ
っ
た
の
で

す
か
。

答
弁（
都
市
建
設
課
長
）　

こ

れ
は
、
入
札
の
執
行
残
で

す
。

質
問（
高
橋
昭
典
）　

Ｂ
＆
Ｇ

の
改
修
に
あ
た
っ
て
、
財

団
の
方
か
ら
支
援
が
受
け

ら
れ
な
く
な
っ
た
が
、
今

後
も
町
単
独
の
改
修
と
な

る
の
か
伺
い
ま
す
。

答
弁（
教
育
課
長
）　

Ｂ
＆
Ｇ

財
団
の
補
助
は
、
過
去
に

ア
リ
ー
ナ
の
改
修
が
一
度

あ
り
二
千
万
円
近
く
頂
き

ま
し
た
。
今
回
は
補
助
か

ら
外
れ
ま
し
た
が
、
年
数

が
経
過
し
て
い
っ
た
段
階

で
は
補
助
申
請
を
し
て
対

象
と
な
る
可
能
性
も
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

再
質
問（
高
橋
昭
典
）　

順
番

待
ち
に
な
っ
て
い
る
施
設

が
全
国
に
あ
る
中
で
、
長

期
的
な
計
画
が
必
要
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

答
弁（
教
育
課
長
）　

東
日
本

大
震
災
の
影
響
で
、
全
国

の
Ｂ
＆
Ｇ
財
団
へ
の
補
助

申
請
が
平
年
の
倍
近
く
な

り
、
東
北
地
方
を
優
先
し

た
と
い
う
経
緯
が
あ
っ
て
、

補
助
が
付
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
今
後
計
画
的
に
対
応

し
な
が
ら
、
有
利
な
補
助

が
も
ら
え
る
よ
う
進
め
て

い
き
ま
す
。

第
４
回
臨
時
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　

（
平
成
25
年
８
月
21
日
）

(11)

平成25年度 東川町一般会計補正予算（第６号）について
専決処分の承認を求めることについて

東川町Ｂ＆Ｇ海洋センター大規模改修工事請負契約について

補 正 予 算

その他案件

第４回臨時会の議案審議結果
区  　分 議     　　　  　　　 件     　　　　　　   名 

平成24年度 東川町一般会計歳入歳出決算認定について
平成24年度 東川町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について
平成24年度 東川町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について
平成24年度 東川町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について
平成24年度 国民健康保険東川町立診療所特別会計歳入歳出決算認定について
平成25年度 東川町一般会計補正予算（第７号）について
平成25年度 東川町公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）について
平成25年度 国民健康保険東川町立診療所特別会計補正予算（第１号）について
東川町表彰条例の一部を改正する条例の制定について

「写真の町」ひがしかわ株主条例の一部を改正する条例の制定について
東川町産業振興支援条例の一部を改正する条例の制定について

東川町固定資産評価審査委員会 委員の選任について
東川町教育委員会 委員の任命について
人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
北海道後期高齢者医療広域連合規約の一部を変更する規約の制定について
大雪消防組合を組織する地方公共団体数の増加及び大雪消防組合規約の変更について
平成24年度 東川町一般会計及び特別会計歳入歳出決算に係る健全化判断比率及び資金不足比率について
閉会中の所管事務等の調査の申し出
議員派遣について

決 算 認 定

補 正 予 算

条 例 等

人 事 案 件

その他案件

報　　　告

そ の 他

第３回定例会の議案審議結果
区  　分 議     　　　  　　　 件     　　　　　　   名 
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今
年
は
、
７
大
学
61

名
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
シ
ッ

プ
が
行
わ
れ
た
▼
滋
賀

県
立
大
学
印
南
ゼ
ミ
は
、

人
々
の
暮
ら
し
の
中
の

身
近
な
魅
力
や
価
値
を

発
見
▼
江
戸
川
大
学
鈴

木
ゼ
ミ
は
、
町
の
自
然

・
文
化
・
人
を
探
り
「
移

住
し
た
く
な
る
町
・
東

川
町
」
を
テ
ー
マ
に
デ

ザ
イ
ン
写
真
帳
を
作
成

発
表
▼
青
山
学
院
大
学

新
見
ゼ
ミ
は
、
今
よ
り

多
く
の
人
に
町
を
知
っ

て
も
ら
い
居
住
し
て
も

ら
う
こ
と
を
目
標
に
ま

ち
づ
く
り
の
提
案
▼
千

葉
大
学
学
院
池
邊
ゼ
ミ

は
、
ラ
ウ
ン
ド
ス
ケ
ー

プ
か
ら
の
発
想
に
よ
り

世
代
別
の
東
川
ラ
イ
フ

と
そ
の
生
活
実
現
の
た

め
の
空
間
デ
ザ
イ
ン
や

ネ
イ
チ
ャ
ー
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
企
画
提
案
▼
他
の

４
大
学
を
含
め
短
い
時

間
で
い
ろ
い
ろ
な
提
案

が
だ
さ
れ
、
参
考
に
よ

り
良
い
町
に
し
た
い
。

　１日　　 無縁墓碑慰霊祭（西８号墓地）
　３-４日　大雪山忠別湖トライアスロンinひがしかわ　開会式・閉会式
　６日　　 写真甲子園2013（９日まで）
　７日　　 千葉県佐倉市議会行政視察（株主制度・新婚姻届・写真の町他）
　10-11日　写真の町東川賞授賞式、どんとこい祭り
　13日　　 例月公金出納検査（東川町・大雪地区広域連合）
　20日　　 全道広報研修会（札幌市）
　21日　　 第４回臨時会
　　　　　 第６回全員協議会
　　　　　 東川小学校等建設現場視察（全議員）
　　　　　 上川町村議会議長会緊急役員会（旭川市）
　22日　　 秋田県議会行政視察（写真の町）
　　　　　 ３町議会議員交流会(当番：東川町)
　23日　　 上川中央部議会議長会定例会（愛別町）
　28日　　 家畜感謝祭
　30日　　 北海道神宮神饌田抜穂祭

　３日　議会報編集特別委員会
　８日　香川県さぬき市議会行政視察（株主制度・定住対策）
　　　　埼玉県本庄市議会行政視察（株主制度・新婚姻届他）
　９日　東京都羽村市議会行政視察（株主制度）
　11日　議会報編集特別委員会
　16日　第５回臨時会
　　　　例月公金出納検査（東川町・大雪地区広域連合）
　　　　鳥取県大山町議会行政視察（株主制度・君の椅子・記念写真）
　18日　議会報編集特別委員会
　22日　上川町村議会議長会研修会（上川町）
　23日　雄武町議会行政視察（特養・老健・診療所）
　24日　愛知県西尾市議会行政視察（株主制度）
　30日　秩父別町議会行政視察（移住定住）
　　　　上川管内議会議員研修会（旭川市）
　31日　幕別町議会行政視察（幼保一元化・君の椅子・子育て支援）

　１日　　 大雪清流てっぺんまつり
　３日　　 第３回定例会前各常任委員会
　　　　 　東京都豊島区議会行政視察（幼保一元化・君の椅子）
　５-８日　韓国長水郡訪問
　10日　　 議会運営委員会
　11日　　 上川町村議会議長会役員会（旭川市）
　13日　　 例月公金出納検査（東川町・大雪地区広域連合）
　17-19日　第３回定例会
　20日　　 秋の交通安全祈願祭

編
集
後
記

大雪清流てっぺんまつり

北海道神宮神饌田抜穂祭

秋の交通安全祈願祭
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